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結 果 の 概 要 

 

１ 幼児期の歯磨き習慣、食生活習慣等とその後のう歯との関係 

 

 幼児期から学童期にわたってう歯（むし歯）により通院する子どもの特徴を明らかにするため、

第３回調査（２歳６か月）から第 12 回調査（12 歳）を対象としてう歯による通院者の割合の集

計を行った。う歯による通院者の割合は第３回調査（２歳６か月）では 6.9%であるが、その後上

昇し、第７回調査（７歳）では 40.2%となっている。その後低下し、第 12 回調査（12 歳）では

24.9%となっている。（図１） 

 

図１ う歯による通院者の割合の推移 
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（１） 食生活習慣とう歯による通院経験の有無の関係 

 

保護者が子どものおやつの時間・おやつで食べるものに気をつけている場合、そうでない場

合に比べ、う歯による通院者の割合が低い傾向 

 

  第３回調査（２歳６か月）では、「おやつについて家庭で気をつけていること」を調査して

いる。「時間を決めている」、「甘いものは少なくするようにしている」、「栄養に注意している」

又は「手作りのものにしている」と回答している場合、回答しなかった場合と比べて、う歯で

の通院者の割合が低い傾向がみられた。（図２－１、図２－２、図２－３、図２－４） 
 
 
 
 

   
 
 
 
 

   

0

10

20

30

40

50

第
３

回
調

査

（
２

歳
６

か
月

）

第
４

回
調

査

（
３

歳
６

か
月

）

第
５

回
調

査

（
４

歳
６

か
月

）

第
６

回
調

査

（
５

歳
６

か
月

）

第
７

回
調

査

（
７

歳
）

第
８

回
調

査

（
８

歳
）

第
９

回
調

査

（
９

歳
）

第
10

回
調

査

（
10

歳
）

第
11

回
調

査

（
11

歳
）

第
12

回
調

査

（
12

歳
）

う
歯
に
よ
る
通
院
者
の
割
合
（
％
）

調査回（調査時点の年齢）

0
10
20
30
40
50

第
…

第
…

第
…

第
…

う
歯
…

調査回（調査時…

時間を決めていない

時間を決めている

0

10

20

30

40

50

第
３

回
調

査

（
２

歳
６

か
月

）

第
４

回
調

査

（
３

歳
６

か
月

）

第
５

回
調

査

（
４

歳
６

か
月

）

第
６

回
調

査

（
５

歳
６

か
月

）

第
７

回
調

査

（
７

歳
）

第
８

回
調

査

（
８

歳
）

第
９

回
調

査

（
９

歳
）

第
10

回
調

査

（
10

歳
）

第
11

回
調

査

（
11

歳
）

第
12

回
調

査

（
12

歳
）

う
歯
に
よ
る
通
院
者
の
割
合
（
％
）

調査回（調査時点の年齢）

0
10
20
30
40
50

第
…

第
…

第
…

第
…

う
歯
…

調査回（調査時点…

甘いものは少なくするよう

にしていない

甘いものは少なくするよう

にしている

0

10

20

30

40

50

第
３

回
調

査

（
２

歳
６

か
月

）

第
４

回
調

査

（
３

歳
６

か
月

）

第
５

回
調

査

（
４

歳
６

か
月

）

第
６

回
調

査

（
５

歳
６

か
月

）

第
７

回
調

査

（
７

歳
）

第
８

回
調

査

（
８

歳
）

第
９

回
調

査

（
９

歳
）

第
10

回
調

査

（
10

歳
）

第
11

回
調

査

（
11

歳
）

第
12

回
調

査

（
12

歳
）

う
歯
に
よ
る
通
院
者
の
割
合
（
％
）

調査回（調査時点の年齢）

0
10
20
30
40
50

第
…

第
…

第
…

第
…

う
…

調査回（調査時…

栄養に注意していない

栄養に注意している

0

10

20

30

40

50

第
３

回
調

査

（
２

歳
６

か
月

）

第
４

回
調

査

（
３

歳
６

か
月

）

第
５

回
調

査

（
４

歳
６

か
月

）

第
６

回
調

査

（
５

歳
６

か
月

）

第
７

回
調

査

（
７

歳
）

第
８

回
調

査

（
８

歳
）

第
９

回
調

査

（
９

歳
）

第
10

回
調

査

（
10

歳
）

第
11

回
調

査

（
11

歳
）

第
12

回
調

査

（
12

歳
）

う
歯
に
よ
る
通
院
者
の
割
合
（
％
）

調査回（調査時点の年齢）

01020304050

第
…

第
…

第
…

第
…

う
歯

に
…

調査回（調査時点の年…

手作りのものにしていない

手作りのものにしている

図２－１ 第３回調査時点のおやつで気をつけてい

ること「時間を決めている」の有無別にみたう歯に

よる通院者の割合の推移 

図２－２ 第３回調査時点のおやつで気をつけてい

ること「甘いものは少なくするようにしている」の

有無別にみたう歯による通院者の割合の推移 

図２－３ 第３回調査時点のおやつで気をつけてい

ること「栄養に注意している」の有無別にみたう歯

による通院者の割合の推移 

図２－４ 第３回調査時点のおやつで気をつけてい

ること「手作りのものにしている」の有無別にみた

う歯による通院者の割合の推移 
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（２） 歯磨き習慣の有無とう歯による通院経験の有無の関係 

 

  保護者が歯の仕上げ磨きをしている場合、又は対象児が自分から歯磨きをする場合、そうで

ない場合に比べ、う歯による通院者の割合が低い傾向 

 

第４回調査（３歳６か月）では、保護者が対象児の歯の仕上げ磨きをしているかどうか、第５回調査

（４歳６か月）では対象児が歯磨きを自分からするかどうかを調査している。 

第４回調査（３歳６か月）において保護者が「歯の仕上げ磨きをする」と回答している場合、回答し

なかった場合と比べ、う歯による通院者の割合が低い傾向がみられた（図３－１）。 

また、第５回調査（４歳６か月）において対象児が歯磨きを「自分からする」と回答している場合、

「言われれば自分でする」又は「自分でしない」と回答した者と比べてう歯による通院者の割合が低い

傾向がみられた（図３－２）。 

 

図３－１ 第４回調査時点の歯の仕上げ磨きの有無別にみたう歯による通院者の割合の推移 

 
図３－２ 第５回調査時点の歯磨きの状況別にみたう歯による通院者の割合の推移 
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２ 乳児期の受動喫煙の有無と成長の関係：親の喫煙状況別にみた子どもの過体重・肥満率 

 

乳児期に親が喫煙しない子どもに比べ、親が喫煙する子どもの過体重・肥満率が高い 

親が室内で喫煙する場合（子の受動喫煙あり）には、室内では吸わない場合（子の受動喫煙な

し）よりも過体重・肥満率が高い 

 

  第１回調査（生後６か月）時点の親の喫煙状況別に第３回調査（２歳６か月）以降の各調査

回における子どもの過体重・肥満率の集計を行った。（父親・母親の喫煙の有無と喫煙場所に

よって、「非喫煙群」、「喫煙群（子の受動喫煙なし）」、「喫煙群（子の受動喫煙あり）」 の３群

に分類した。分類方法は下記の「親の喫煙状況とは」を参照。） 

   男児では、「非喫煙群」に比べ、「喫煙群（子の受動喫煙あり）」及び「喫煙群（子の受動喫煙

なし）」ともに過体重・肥満率が高い。特に、「喫煙群（子の受動喫煙あり）」はより高い。（図

４－１） 

                                                                                                                                                               

図４－１ 第１回調査時点の受動喫煙の有無別にみた対象児の過体重・肥満率：男児 

【男児】 

  

○親の喫煙状況とは 

  第１回調査（生後６ヶ月）では、父親と母親の喫煙の有無と喫煙する場所（室内で喫煙するか否か）を調査し

ている。この項目に基づいて、乳児期の親の喫煙状況を「非喫煙群」、「喫煙群（子の受動喫煙なし）」、「喫煙群（子 

の受動喫煙あり）」 の３群に分類した。 

 
なお、父親と母親の双方が吸っていない場合を非喫煙群、父親と母親のどちらか一方でも吸っていれば喫煙群

とした。さらに、父親と母親の双方が室内では吸わない場合を「子の受動喫煙なし」、父親と母親のどちらか一方

でも室内で吸っていれば「子の受動喫煙あり」とみなした。 
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男児と同様、女児でも「非喫煙群」に比べ、「喫煙群（子の受動喫煙あり）」及び「喫煙群（子の受動

喫煙なし）」ともに過体重・肥満率が高い。特に、「喫煙群（子の受動喫煙あり）」はより高い。（図４－

２） 

 

図４－２ 第１回調査時点の受動喫煙の有無別にみた対象児の過体重・肥満率：女児 

【女児】 

 

 

○ 図４－１、図４－２のとおり、乳児期における親の喫煙状況によって子どもの過体重・肥満率に差が

みられる。しかし、乳児期における親の喫煙状況と子どもの過体重・肥満率の間には種々の要因からの

影響が介在しており、それらの要因を適切に考慮すると親の喫煙状況別にみた子どもの過体重・肥満率

の差は縮小する可能性がある。そのため、多変量解析によって種々の要因を統制した分析も行った。そ

の結果、親の喫煙状況別にみた子どもの過体重・肥満率の差は縮小する傾向が確認されたが、「喫煙群（子

の受動喫煙あり）」の過体重・肥満率は「非喫煙群」よりも統計的に有意に高かった。分析の詳細は報告

書を確認されたい。 
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３ 子どもの生活環境、健康状態が保護者の育児負担感に与える影響  
 

 子どもの基本的な属性、生活環境、健康状態別に保護者の育児負担感の集計を行った。 
 

（１）出生順位別にみた保護者の育児負担感 
 

 保護者の育児負担感は第１子、第２子、第３子以降の順に強い傾向 

 出生順位に関わらず、多胎児の場合の乳幼児期において保護者の育児負担感が強い傾向 
 

 対象児の出生順位別に保護者の育児負担感得点（下記の「育児負担感得点とは」を参照）の平

均値の集計を行った。第１回調査（生後６か月）では出生順位による違いはほとんどみられない

が、第４回調査（３歳６か月）から第６回調査（５歳６か月）と第７回調査（７歳）から第 12

回調査（12歳）においては、第１子、第２子、第３子以降の順に育児負担感得点が高い傾向がみ

られた。また、多胎児の場合は概ね乳幼児期において、保護者の育児負担感得点が高い傾向がみ

られた。（図５） 
 

図５ 対象児の出生順位別にみた保護者の育児負担感得点の平均 

（第１回調査、第４回調査から第６回調査、第７回調査から第 12回調査） 

 
注：出生順位は第１回調査における同居のきょうだい数から算出。単胎・多胎の別は人口動態調査 
出生票から区別した。なお、多胎児の集計では出生順位（第１回調査における同居の兄姉の有無） 
は考慮しておらず、第１子、第２子、第３子以降のカテゴリーには多胎児は含んでいない。 

 

○育児負担感得点とは 

本調査では保護者に対し、第 1回から第 12 回調査において「子どもを育てていて（もって）負担に思う

こと」を質問している。（第７回から第 12 回調査ではさらに「子どもに関する悩み」も質問している。）調

査票では負担に思うこと・悩みの内容を示した選択肢を複数提示し、該当する全ての選択肢を回答する形

式をとっている。この調査項目から、保護者が「子どもを育てていて（もって）負担に思うこと」又は「子

どもに関する悩み」として選択した選択肢の数を調査の実施回ごとに合計し、育児負担感の強さを示す得

点とみなした。（負担・悩みは特にないという趣旨の選択肢は０点とした。）これを「育児負担感得点」と

呼ぶ。 

なお、調査の実施回によって育児負担感得点の最大値が異なるため、育児負担感得点の推移を育児負担

感の強さの推移と考えることはできない。（ただし第４回から第６回調査、第７回から第 12 回調査の各期

間中は育児負担感得点の最大値が同一であるため、各期間中は推移とみなすことができる。）しかし、子ど

もの属性別に保護者の育児負担感得点の平均を集計し、全対象児の育児負担感得点の平均との差を比較す

ることで、保護者の育児負担感が強い子どもの属性を明らかにすることが可能となる。 
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（２）同居の家族構成別にみた保護者の育児負担感 

 

 同居の家族構成が「母子・父子世帯」の場合、第４回調査以降の保護者の育児負担感が強い傾

向 

 子どもの乳幼児期は「両親と祖父母」世帯よりも「両親のみ」世帯の場合に保護者の育児負担

感が強い傾向 

 
第１回調査（生後６か月）における同居の家族構成別にその後の保護者の育児負担感得点の平

均値を集計した。第４回調査（３歳６か月）から第６回調査（５歳６か月）、第７回調査（７歳）

から第 12 回調査（12 歳）では、「母子・父子世帯」の場合に保護者の育児負担感得点の平均値

が最も高い。 
また、「両親と祖父母」世帯と「両親のみ」世帯を比較すると、第１回調査（生後６か月）と

第４回調査（３歳６か月）から第６回調査（５歳６か月）では「両親と祖父母」世帯において保

護者の育児負担感得点が低い傾向がみられた。（図６） 
 

図６ 第１回調査時点の同居の家族構成別にみた保護者の育児負担感得点の平均 

（第１回調査、第４回調査から第６回調査、第７回調査から第 12 回調査） 

 
注：父親・母親の双方が対象児と同居している場合を「両親のみ」、父親・母親に加えて対象児の祖父母の 

うち 1人以上が同居している場合を「両親と祖父母」、祖父母の同居・非同居にかかわらず、父親・母親 

のどちらか、又は父親・母親の双方と同居していない場合を「母子・父子世帯」として集計。 
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（３）同居の家族構成別にみた保護者の育児負担感の内容の比較 

 

同居の家族構成が「両親のみ」世帯に比べて「両親と祖父母」世帯の場合、保護者は「子育て

による身体の疲れが大きい」、「子育てで出費がかさむ」、「仕事や家事が十分にできない」、「子ど

もについてまわりの目や評価が気になる」及び「子どもを一時的にあずけたいときにあずけ先が

ない」等の項目を選択する割合が低い傾向 

 

第１子を対象に、第１回調査（生後６か月）時点の同居の家族構成別に、第６回調査（５歳６

か月）時点の保護者の育児負担感の内容について集計を行った。「両親のみ」世帯に比べて「両

親と祖父母」世帯の場合、保護者は「子育てによる身体の疲れが大きい」、「子育てで出費がかさ

む」、「仕事や家事が十分にできない」、「子どもについてまわりの目や評価が気になる」及び「子

どもを一時的にあずけたいときにあずけ先がない」等の項目を選択する割合が低い傾向にある一

方、保護者は「しつけのしかたが家庭内で一致していない」、「子どもが言うことを聞かない」及

び「子どもが急病のとき診てくれる医者が近くにいない」等の項目を選択する割合が高い傾向が

みられた。（図７） 

 

図７ 第１回調査時点の同居の家族構成別にみた保護者の育児負担感の内容（第６回調査）：第

１子 
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（４）子どもの健康状態別にみた保護者の育児負担感 

 

小学校入学前後に「アトピー性皮膚炎」、「ぜんそく」、「食物アレルギー」、「発達と行動面の

相談」又は「先天性の病気」での通院経験がある場合、保護者の育児負担感が強い傾向 

 

 第７回調査（７歳）実施前の過去１年半以内に、「アトピー性皮膚炎」、「ぜんそく」、「食物アレルギー」、

「発達と行動面の相談」又は「先天性の病気」での通院経験がある場合、保護者の育児負担感得点が全

対象児の平均の値よりも高い傾向がみられた（図８）。  

 

図８ 第７回調査時点の通院の理由となった疾病別にみた保護者の育児負担感得点の平均 

（第７回調査から第12回調査） 

 
 

 
〇 21 世紀出生児縦断調査（平成 13 年出生児）では第２回調査以降、対象児が調査の実施時点の過去１

年内（第７回調査のみ過去１年半以内）の通院の有無と通院の理由となった病気・けがの種類を調査し

ている。この情報を用いて、病気の種類ごとに①通院経験のある子どもの割合と②通院経験のある子ど

もが第２回調査から第 12 回調査の期間中に通院した期間の数（0 期から 11 期）を求め、この情報に基

づいて病気の種類を４つの類型に分類した 。 
  図８で集計対象としている「アトピー性皮膚炎」、「ぜんそく」、「食物アレルギー」、「発達と行動面の

相談」又は「先天性の病気」は、上記の類型のうち「一部の子どもが罹患し、通院頻度が高い傾向の病

気」として分類される病気である。病気の分類方法については報告書を参照されたい。 
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（５）子どもの健康状態別にみた保護者の育児負担感の内容の比較 

 

小学校入学前後の通院状況別に全対象児の平均との差が最も大きい項目は、「アトピー性皮膚

炎」又は「ぜんそく」では「子育ての出費がかさむ」、「食物アレルギー」では「子育てによる身

体の疲れが大きい」、「発達と行動面の相談」では「子どもについてまわりの目や評価が気になる」、

「先天性の病気」では「仕事や家事が十分にできない」 

 

第７回調査の通院状況別に保護者の育児負担感の内容について、項目別に選択割合を集計した。 

「アトピー性皮膚炎」、「ぜんそく」、「食物アレルギー」、「発達と行動面の相談」又は「先天性

の病気」での通院経験がある子どもの保護者は、ほとんどの項目において全体平均よりも選択す

る割合が高い。 

通院状況別に全対象児の平均との差が最も大きい項目をみると、「アトピー性皮膚炎」又は「ぜ

んそく」での通院経験がある子どもの保護者は「子育ての出費がかさむ」、「食物アレルギー」で

は「子育てによる身体の疲れが大きい」、「発達と行動面の相談」では「子どもについてまわりの

目や評価が気になる」、「先天性の病気」では「仕事や家事が十分にできない」であった。子ども

の通院状況によって、保護者が負担に感じる内容にも違いがみられた。（図９） 

 

図９ 第７回調査時点の通院状況別にみた保護者の育児負担感の分布（第７回調査） 
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４ 結婚・最初の子どもを持つことを希望する時期に対する中学１年生の意識

（１）結婚を希望する時期

女児よりも男児のほうが「具体的にはまだ考えていない」を選択する割合が高い傾向

対象児が生まれたときの両親の年齢が低いほど、対象児が 10 代又は 20～24 歳で結婚することを

希望する割合が高い傾向

第 13 回調査（13 歳）において対象児が結婚を希望する時期について、男女別に、対象児が生

まれたときの母親・父親の年齢階級別に集計を行った。

男児の 49.4%、女児の 29.4%が「具体的にはまだ考えていない」と回答している。また、対象

児が生まれたときの母親の年齢階級別にみると、男児の場合、対象児が生まれたときの母親の年

齢が 24 歳以下では、10代又は 20～24 歳で結婚を希望する割合は 19.0%であるのに対し、25～29

歳では 14.4%、30～34 歳では 11.3%、35 歳以上では 11.0%であった。女児の場合、対象児が生ま

れたときの母親の年齢が 24 歳以下であった場合には 10 代又は 20～24 歳で結婚を希望する割合

が 38.4%、25～29 歳では 32.3%、30～34 歳では 25.9%、35 歳以上では 22.6%であった。男児・女

児ともに対象児が生まれたときの母親の年齢が高くなるほど、対象児が 10 代又は 20～24 歳で結

婚を希望する割合が低くなる傾向がみられた。父親の年齢階級別にみても同様の傾向がみられた。

（図 10）

図 10 対象児が結婚を希望する時期の分布（第 13 回調査）

：対象児が生まれたときの母親・父親の年齢階級別
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（２）最初の子どもを持つ時期

保護者が「子どもがいてよかったと思うこと」を数多く挙げているほど、対象児は最初の子どもを持つ

ことを希望する時期について具体的に考えている割合が高い傾向。また、「子どもは持ちたくない」と回

答する割合も低い傾向

第７回調査（７歳）と第 12 回調査（12 歳）時点において、保護者が「子どもがいてよかった

と思うこと」として選択した選択肢の数を合計して得点化し、この得点別に第 13 回調査（13 歳）

において対象児が最初の子どもを持つことを希望する時期の集計を行った（得点化の方法は「用

語の定義」を参照）。

女児の場合、第７回調査時の保護者の「子どもがいてよかったと思うこと」の得点が０～３点

のときには「具体的にはまだ考えていない」と回答している割合が 37.3%であるが、４～７点で

は 34.1%、8～11 点では 31.7%、12～15 点では 28.1%となっている。また、「子どもは持ちたくな

い」と回答している割合では、０～３点では 5.6%、４～７点では 4.3%、８～11 点では 3.8%、12

～15 点では 2.2%となっている。保護者が「子どもがいてよかったと思うこと」として挙げてい

る得点が多いほど、最初の子どもを持つ時期について「具体的にはまだ考えていない」及び「子

どもは持ちたくない」と回答する割合が低い傾向がみられた。男児の場合も同様の傾向がみられ

た。（図 11）

図 11 対象児が最初の子どもを持つことを希望する時期の分布（第 13回調査）

：保護者の「子どもがいてよかったと思うこと」の得点別（第７回調査、第 12 回調査）


